
「「退退会会届届兼兼退退職職給給付付金金請請求求書書」」（（様様式式第第６６号号））のの記記入入ににつついいてて  

・請求欄の受取者区分については、下記のとおりです。 

  ・相続人 ＝ 退職後に亡くなられた場合 

  ・遺族 ＝ 在職中に亡くなった場合  

・相続人や遺族の方が請求される場合、請求される方の性別、続柄、生年月日もこ記入く

ださい。 

注注意意！！  

・退職給付金の請求者が、遺族の場合、「退会届兼退職給付金請求書」（様式第６号）と死

亡診断書等の添付書類のほか、戸籍（除籍）謄本等として、次に例示する添付書類が必要

になります。 

・受給権者については、優先順位がありますので、注意してください。 

・同順位の遺族が２人以上あるときは、同順位の遺族の中から代表者を定めて、請求して

いただきます。 

【例】  次に例示する書類をご用意ください。  

順位 受給権者 別途必要な添付書類 

１ 配偶者 戸籍（除籍）謄本 

届出をしていないが事実上婚姻関

係と同様の事情にあった者 

①事実上婚姻関係と同様の事情にあった

事実を明らかにすることができる書類

②その者より先順位の遺族がないことを

明らかにすることができる書類。

２ 

３ 
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あ
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父母 

孫 

祖父母 

兄弟姉妹 

その他の親族 

①その者より先順位の遺族がないことを

明らかにすることができる書類。

②会員の死亡当時主としてその収入によ

って生計を維持していたことを明らか

にすることができる書類

③退職給付金の給付を受けるべき遺族に

同順位者が２名以上あるときは、退職給

付金の正当請求人であることを証する

書類
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兄弟姉妹 

①その者より先順位の遺族がないことを

明らかにすることができる書類。

②退職給付金の給付を受けるべき遺族に

同順位者が２名以上あるときは、退職給

付金の正当請求人であることを証する

書類

＊＊退退職職年年金金ににつついいてて

・共済会の会員期間が 20 年以上の方は、退職給付金（一時金）と退職年金のいずれかを選択

することができます。

・これらは一定割合で組み合わせ（一部選択）もできます。

ただし、一部選択ができるのは退会時のみです。

（（11））退退職職年年金金のの支支給給期期間間

退職年金の支給期間は、次のいずれかの期間のうちから、退会時に選択します。

5 年間 保障期間 5 年 

10 年間 保障期間 10 年 

15 年間 保障期間 15 年 

（（22））一一部部選選択択のの割割合合

一定割合で組み合わせる場合の割合は次の３通りです。

一時金 年金 

25％ ＋ 75％

50％ ＋ 50％

75％ ＋ 25％

（（33））退退職職年年金金のの計計算算式式

平均標準給与月額

（退会時過去１年間の平均）
× 乗率

＝ 退職年金月額

年金現価率

（（44））年年金金のの給給付付時時期期

年金の給付時期は、毎年６月、９月、12 月、３月に、それぞれその前月分までを各月

１日に支給します。（１日が休日等の場合は翌営業日） 

（（55））年年金金のの一一時時払払いい

年金を受給中に、残りの年金を一時払いに変更し、一括で受け取ることもできます。 

この場合の一時金の額は、退職年金規程に基づき計算されます。 

注注意意！！ １１．．乗乗率率はは、、退退会会理理由由（（P26 参参照照））にによよっってて異異ななりりまますす。。

２２．．受受給給すするる年年金金ににはは所所得得税税がが課課税税さされれまますす。。

３３．．支支払払総総額額かからら加加入入者者拠拠出出金金（（本本人人掛掛けけ金金相相当当分分））をを控控除除ししたた額額がが課課税税対対象象額額とと

ななりり、、源源泉泉徴徴収収さされれまますす。。

※※ 年年金金をを選選択択ししたた場場合合、、所所定定のの｢｢個個人人番番号号届届（（確確定定給給付付企企業業年年金金））｣｣とと本本人人確確認認のの必必要要書書

類類をを添添付付ししててくくだだささいい。。

※※ 提提出出ににああたたっっててはは、、簡簡易易書書留留等等のの送送信信記記録録ががわわかかるる方方法法でで送送付付ししててくくだだささいい。。

※退職年金を受けることができる会員または退職年金受給権者が死亡した場合は、

遺族・相続人が遺族年金を受給することができます。

８．遺族・相続人による請求について




